
京陽会年輪早見表 1

土 日

西暦 　　和暦 京陽会 小中神輿 小中神輿 神輿くぐり 大神輿 大神輿 小中神輿 戸越八幡 四町会 大神輿 大神輿 大神輿 町会
特記事項 山車 夜神輿 女性神輿 宮神輿渡御連合渡御特養ホーム 夜神輿 女性神輿 特記事項

消防立寄 パレード パレード 慰問 消防立寄
1926 S 1
1927 S 2
1928 S 3
1929 S 4 H10.10.05回覧　“町会と京陽会との関係は如何にあるべきか”公聴会開催 のお知らせ　より
1930 S 5 「ご存知の通り、当町内に町会活動とは一応切り離した形になっておりますが、京陽会と言う古
1931 S 6 い歴史をもつ戸越八幡神社のお祭りを主催いたします団体がございます。この京陽会は、いま手に
1932 S 7 入れようとしても難しいと思われる無垢で手彫りの価値ある大、中，小の御輿並びに山車を保存
1933 S 8 し、 …………    、御輿蔵を構え、戦争当時の戦火を免れてきたのであります。」
1934 S 9
1935 S 10 H10.11.3町内回覧公聴会記録に下記の記載あり
1936 S 11 「神輿、山車は昭和12年、顧問坂本多美子さまの亡き父上竹内氏が当時の第６町会長を務められた当時、購入されたことが判明しました」
1937 S 12 神輿山車購入 H11.05.01町内回覧より
1938 S 13 解体されまして驚きましたことは、数多くの彫り物木片の基底部分に“戸越京陽会”の名が墨で記されており、間違いなく“注文品”であったことが証明されました。
1939 S 14
1940 S 15 当時は、現在の平塚３，２，１丁目の有志によるお祭りの時だけに名乗る「京陽会」として所有していたが、
1941 S 16 戦後その「京陽会」が解散するにあたり、神輿山車等の主要な物件を平塚3丁目の有志が引き継ぐことになり、
1942 S 17 （定説はないが、神輿庫が平塚3丁目の竹内久家の一角にあったためではないかとの見方が有力節）
1943 S 18 平塚3丁目の有志の方々は平塚3丁目町会に寄贈し、その後一時期はその所有権について不安定な時期があったが、
1944 S 19 H10,10,29の公聴会、H10.11.3の回覧を経て、神輿山車は平成１１年４月２８日総会にて町会財産に正式に登録されました。
1945 S 20 終戦
1946 S 21
1947 S 22
1948 S 23
1949 S 24
1950 S 25
1951 S 26
1952 S 27
1953 S 28
1954 S 29
1955 S 30
1956 S 31
1957 S 32
1958 S 33
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土 日

西暦 　　和暦 京陽会 小中神輿 小中神輿 大神輿 大神輿 小中神輿 戸越八幡 四町会 大神輿 大神輿 大神輿 町会
特記事項 山車 夜神輿 女性神輿 宮神輿渡御連合渡御特養ホーム 夜神輿 女性神輿 特記事項

消防立寄 パレード パレード 慰問 消防立寄
1959 S 34
1960 S 35 ＜神社例大祭との関係ー平３京陽会について＞
1961 S 36 神社例大祭は通常一般の町会行事ではありません。　しか日本全国津々浦々で戦前からまた戦後町会が復活してから
1962 S 37 も例大祭は毎年盛大に開催され、地域の活性化、一致団結つなげてきました。一方、例大祭を通常一般の町会行事であ
1963 S 38 るかのように混同するあまり、町会費と例大祭費用との区分に疑念が生じるのも当然です。そこで、宗教行事と言える例
1964 S 39 大祭を法に、抵触しないように、通常一般の町会行事と切りしつつ、なお伝統ある祭りごとを盛大に行うために、当町会
1965 S 40 では、先人達がお祭りの都度、その年度の「平３京陽会」　うお祭りのための組織を町会運営委員会役員会を経て立ち
1966 S 41 上げ、「平３京陽会祭典委員」を、町会役員に、こだわることく適材適所で選任委任してまいりました。氏子総代を筆頭に
1967 S 42 宮神輿委員、本部要員、祭典委員長、副委員長、監査、総責任者、庶務担当、行事全般担当、神輿担当、お料理担当、
1968 S 43 子供コーナ担当　で構成しております。お祭りに要する費用全て奉納金でまかない、奉納金は祭りの日を含めた１０日間、
1969 S 44 町会会館に奉納金受付を設け、当番制でお祭りに賛同する内会の方々の自主的な奉納をお待ちします。奉納金を強要す
1970 S 45 ることも、徴収に回ることも、一切ありません。これが先人たが築き上げた何十年も続いているお祭りのための町会行事
1971 S 46 「平３京陽会」　です。その年のお祭りは平３京陽会監査報 で締めくくられ、その年度の平３京陽会は解散されます。な
1972 S 47 お、平３京陽会は　平塚３丁目京陽会　と呼ばれることもあまた、戦前は京陽会、戦後一時期は平塚京陽会と呼ばれてい
1973 S 48 た記録があります。なお、解体修理時に、数多くの彫り物木片の基底部分に“戸越京陽会”の名が墨で記されていることも確認しております。



1974 S 49
1975 S 50
1976 S 51
1977 S 52
1978 S 53
1979 S 54
1980 S 55
1981 S 56 宮入渡御 （町会の神輿を戸越八幡神社まで担いで持っていきお祓い奉納してもらう行事この年の宮入渡御が何回目に当たるかは記録なく不明）
1982 S 57
1983 S 58
1984 S 59
1985 S 60
1986 S 61
1987 S 62
1988 S 63
1989 H 1
1990 H 2
1991 H 3 四町会連合（四連）発足 宮神輿平成3年製作
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土 日

西暦 　　和暦 京陽会 小中神輿 小中神輿 神輿くぐり 大神輿 大神輿 小中神輿 戸越八幡 四町会 大神輿 大神輿 大神輿 町会
特記事項 山車 夜神輿 女性神輿 宮神輿渡御連合渡御特養ホーム 夜神輿 女性神輿 特記事項

消防立寄 パレード パレード 慰問 消防立寄
1992 H 4
1993 H 5
1994 H 6
1995 H 7
1996 H 8
1997 H 9 臨時総会（H9.7.7回覧　会館新築、区からの補助、京陽会からの借入、特別寄付、一般寄付、土地担保借入、連帯保証人他、新築最終案） 町会会館上棟式 H091205町会会館上棟式
1998 H 10 町会会館竣工落成式 （H9.7.7回覧  ”町会と京陽会との関係は如何にあるべきか” 公聴会） H100406町会会館竣工落成式
1999 H 11 神輿山車修理完了（H11.9.15協力感謝回覧参照　今年のお祭りの特徴3点　神輿山車解体修理一新、今年から町会主体の祭りと位置づけ、来年からの祭りの在り方を方向づける祭り）

 H11.6.18臨時運営委員会およびH11.7.24別紙ー１「町会としての祭礼:基本的な考え方提示ー　１．町会としてのお祭り　２．役員へのロード、危険軽減　３．ご近所への配慮」
夜神輿の始まり 別紙ー２神輿山車に対する見方考え方ー今年度の方針、来年度以降の方向づけ 小中神輿（主張C）に夜神輿になった経緯が記されている

2000 H 12
2001 H 13
2002 H 14
2003 H 15 四連渡御 1 1 1 1 1 1 1
2004 H 16 宮神輿渡御 当番町会 1 1 1 1 1 1 1
2005 H 17 比留間誠氏ご逝去
2006 H 18 四連渡御 当番町会 1 1 1 1 1 1 1 角田新太郎氏、小川波留実氏ご逝去
2007 H 19 宮神輿渡御 1 1 1 1 1 1 1
2008 H 20 平塚四連戸越四連域八基連合渡御　１ 1 1 1 1 1 1 会館改築工事
2009 H 21 四連渡御 当番町会 1 1 1 1 1 1 1
2010 H 22 宮神輿渡御 1 1 1 1 1 1 1
2011 H 23 宮入渡御30年ぶり 中止 中止 宮入渡御 1 1 1
2012 H 24 四連２０周年渡御・四連子供神輿　１ 1 1 1 1 1 1 京陽小学校終結
2013 H 25 宮神輿渡御 1 1 1 1 1 1 1 ひらさん広場開園
2014 H 26 四連渡御 当番町会 1 1 1 1 1 1 1
2015 H 27 　　　　　神輿くぐりの始まり 1 1 1 1 1 1 1 1 神輿保存団体代表比留間義順氏地域団体感謝状授与
2016 H 28 宮神輿渡御 1 1 1 1 1 1 1 1
2017 H 29 1 1 1 1 1 1 1
2018 H 30
2019 R 1 品川区神輿11基連合渡御（舞い上がれ令和　神輿連合渡御　2019.11.3)
2020 R 2 コロナ お祭り中止
2021 R 3 コロナ お祭り中止
2022 R 4 コロナ お祭り中止 戸越八幡神社御鎮座五百年御社殿改修祈念事業完了
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土 日



西暦 　　和暦 京陽会 小中神輿 小中神輿 神輿くぐり 大神輿 大神輿 小中神輿 戸越八幡 四町会 大神輿 大神輿 大神輿 町会
特記事項 山車 夜神輿 女性神輿 宮神輿渡御連合渡御特養ホーム 夜神輿 女性神輿 特記事項

消防立寄 パレード パレード 慰問 消防立寄
2023 R 5
2024 R 6
2025 R 7
2026 R 8
2027 R 9
2028 R 10
2029 R 11
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